
市
、
足
立
区
と
は
相
互
応
援
協
定
を

締
結
し
、
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
生
命
財
産
を
守
る
責

務
を
全
う
す
る
た
め
、
本
市
の
実
情

を
勘
案
の
上
、
適
正
な
消
防
力
の
整

備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

平成１８年（２００６年）８月

４

今
年
の
４
月
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
分
別
収
集
が
始
ま
り
ま

し
た
。
各
集
積
所
に
専
用
ネ
ッ
ト
を

設
置
し
て
収
集
の
利
便
性
を
図
る
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
専
用

ネ
ッ
ト
を
各
集
積
所
に
お
配
り

し
、
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
市
内
全
域
で
一
斉

に
始
め
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
例

え
ば
、
お
申
し
出
の
あ
っ
た
集
積
所

や
集
合
住
宅
な
ど
特
定
の
集
積
所
で

ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

A Q

鉄
道
開
業
に
伴
い
、
街
が
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
時

に
小
学
校
高
学
年
、
中
学
生
の
居
場

所
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
施
策
の
計
画
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

１７
年
３
月
に
策
定
し
た
八
潮

市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

で
、「
子
ど
も
が
健
全
に
育
つ
た
め

に
」
を
目
標
に
掲
げ
、
家
庭
や
地
域

に
お
け
る
子
育
て
機
能
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
が
、
子
ど
も
が
健
全
に
育

つ
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
む
け
た
地

域
住
民
と
の
交
流
活
動
や
自
然
体

験
、
社
会
体
験
活
動
な
ど
様
々
な
施

策
を
位
置
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
現
在
、
市
内
に
は
小
学
校
高
学

年
及
び
中
学
生
が
安
心
し
て
活
動
で

き
る
場
と
し
て
、
や
し
お
生
涯
楽
習

館
が
あ
り
ま
す
が
、
中
学
生
等
の
健

全
育
成
を
図
る
た
め
、
八
潮
市
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
等
の
趣
旨
を

踏
ま
え
な
が
ら
事
業
の
充
実
強
化
、

居
場
所
等
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

A Q

八
潮
駅
前
へ
防
災
公
園
の
建
設
！

大
地
震
発
生
に
よ
り
「
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
が
不
通

と
な
っ
た
場
合
、
駅
構
内
外
が
大
混

雑
に
な
る
、
被
害
状
況
や
交
通
機
関

の
復
旧
見
込
み
な
ど
の
情
報
を
滞
留

者
に
提
供
、
す
み
や
か
に
誘
導
で
き

る
駅
周
辺
へ
の
避
難
場
所
の
確
保
と

防
災
機
能
を
備
え
た
近
隣
公
園
の
建

設
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

駅
前
南
口
に
計
画
し
て
い
る

近
隣
公
園
の
面
積
は
「
約
１
万

４
千
平
方
メ
ー
ト
ル
」
周
辺
道
路
の

整
備
と
併
せ
て
早
期
に
着
手
で
き
る

よ
う
、
都
市
機
構
と
協
力
し
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

駅
前
に
立
地
す
る
こ
と
か
ら
、
鉄

道
事
故
等
の
避
難
場
所
、
被
災
者
へ

の
救
済
活
動
の
場
所
と
し
て
の
防
災

機
能
の
確
保
、
景
観
に
配
慮
し
た
広

場
の
確
保
に
よ
り
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

の
開
催
、
市
民
が
楽
し
め
る
公
園
と

し
て
整
備
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
公
園
と
し

て
の
機
能
と
し
て
「
飲
料
水
の
確

保
・
食
料
の
備
蓄
・
医
薬
品
や
ト
イ

レ
確
保
」
を
備
え
た
公
園
整
備
を
今

後
関
係
機
関
と
協
議
し
て
ま
い
り
ま

す
。

A Q

八
潮
市
の
消
防
力
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
は
、
何
時
何
処
で

大
き
な
地
震
、
災
害
が
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
の
中
、
安

全
安
心
な
街
づ
く
り
を
進
め
る
為
に

も
消
防
力
の
充
実
が
必
要
で
す
が
、

新
消
防
庁
舎
の
建
設
に
合
わ
せ
、
消

防
職
員
の
増
員
計
画
や
消
防
車
両
等

の
充
実
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
お
聞
き
し
た
い
。

国
で
は
、
市
町
村
が
消
防
責

任
を
十
分
に
果
た
し
て
い
く
た

め
必
要
な
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
基
準
に
よ

り
、
人
口
密
度
や
管
轄
面
積
等
を
考

慮
し
、
車
両
や
隊
員
の
充
実
を
図
る

等
消
防
力
の
強
化
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
近
隣
の
草
加
市
、
三
郷

A Q

市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
及
び

最
終
処
分
場
建
設
に
あ
た
っ

て
、
市
と
地
元
町
会
と
の
合
意
し
た

中
で
、
周
辺
整
備
に
掛
っ
た
費
用
、

最
終
処
分
場
の
継
続
に
至
っ
た
理
由

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

約
１７
億
２
７
０
万
円
、（
水

路
整
備
費
、
２
億
８
８
５
５
万

円
、
八
条
公
民
館
及
び
図
書
館
用
地

費
並
び
に
同
建
設
費
、
１３
億
７
２
１

４
万
円
、
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
費
、
２

３
１
０
万
円
等
）
で
す
。
幸
之
宮
第

二
集
会
場
の
用
地
も
提
供
し
て
い
ま

す
。次

に
、
継
続
の
理
由
で
す
が
、
経

済
低
迷
が
長
引
く
と
と
も
に
、
当
時

の
基
本
計
画
で
は
、
平
成
７
年
７
万

A Q

質問者 西俣　総志

瀬戸知英子

武之内清久

吉田　準一

織田　　一

服
部
　
清
二
●

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収
集
に
つ
い
て

森
下
　
純
三
●

小
学
校
高
学
年
・
中
学
生
の
居
場
所

づ
く
り
に
つ
い
て

幸
之
宮
町
会
の
抗
議
行
動
に
つ
い
て

一般質問から 

池
谷
　
和
代
●

７
千
人
、
平
成
１８
年
で
は
、
１０
万
７

９
０
０
人
と
の
想
定
に
対
し
て
現

在
、７
万
７
千
人
と
予
想
外
と
な
り
、

ま
た
、
容
器
リ
サ
イ
ク
ル
法
、
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
な
ど
の
法
令
等
の
整

備
も
含
め
、
社
会
全
体
が
リ
サ
イ
ク

ル
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
地
球
環

境
の
負
荷
に
対
す
る
様
々
な
意
識
改

革
が
高
ま
り
、
多
く
の
市
民
の
皆
様

の
ご
協
力
も
あ
り
、
ご
み
の
資
源
化

減
量
化
が
着
実
に
進
行
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
様
々
な
要
因
や
地
道

な
努
力
の
結
果
、
搬
入
量
が
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
た
め
、
埋
立
期
間
を

継
続
す
る
も
の
で
す
。

広
沢
　
　
昇
●

平
成
１８
年
第
２
回
定
例
会
の
一

般
質
問
は
、
６
月
１５
日
、
１６
日
、

１９
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
１８
人

の
議
員
が
５２
項
目
の
質
問
事
項
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
を
求
め
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
各
議
員
の
主
な

質
問
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
見

解
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
８
月
下
旬

頃
、
更
新
予
定
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
会
議
録
検
索
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

用
語 

一
般
質
問 

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の

仕
事
全
般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関

か
ら
現
在
の
状
況
や
こ
れ
か
ら
の

考
え
を
聞
く
こ
と
で
す
。 

豊
田
　
吉
雄
●


